


別冊 12-2 

 

Ⅰ．サブドレン他水処理施設の耐震性に係る補足説明 

 

１．タンク，ポンプの耐震性評価 

 

表－１ 転倒評価に関わる数値根拠 

機器名称 
m1 

[kg] 

m2 

[kg] 

m 

[kg] 

H1 

[m] 

H2 

[m] 

L 

[m] 

集水タンク 1282000 13000 1295000 6.500 13.335 5.550 

サンプルタンク 1282000 13000 1295000 6.500 13.335 5.550 

 

表－２ 基礎ボルトの強度評価に関わる数値根拠（タンク） 

機器名称 
m 

[kg] 

H 

[mm] 

L 

[mm] 

L1 

[mm] 

nf 

[-] 

n 

[-] 

Ab 

[mm2]

中継タンク 15860 884 1970 985 2 6  245 

処理装置供給 

タンク 
39100 2430 3150 1575 10 20 452.4

地下水ドレン 

中継タンク 
15860 884 1970 985 2 6  245 

 

表－３ 基礎ボルトの強度評価に関わる数値根拠（ポンプ） 

機器名称 
m 

[kg] 

h 

[mm] 

L 

[mm]

l1 

[mm] 

nf 

[-] 

n 

[-] 

Ab 

[mm2] 

Cp 

[-] 

中継タンク移送

ポンプ 
221 205 350 175 2 4 84.3 0.29 

集水タンク移送

ポンプ 
895 590 750 375 3 6 201.1 0.21 

処理装置供給 

ポンプ 
578 355.6 597 298.5 3 6 285 0.29 

処理装置加圧 

ポンプ 
631 355.6 597 298.5 3 6 285 0.29 

浄化水移送 

ポンプ 
1258 473 670 335 3 6 314.2 0.21 

攪拌 

ポンプ 
1891 555 1290 645 3 6 314.2 0.09 

 

２．前処理フィルタ，吸着塔の耐震性評価 

本評価は，「付録１ スカート支持たて置円筒形容器（耐震設計上の重要度分類Ｂクラス）

の耐震性についての計算書作成の基本方針」（以下，「基本方針」という。）に基づいて，以

下の耐震性の計算を行う。 
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Ⅳ．サブドレン他移送設備の強度に係る補足説明 

 

1. 強度評価の方針 

 サブドレン他移送設備を構成する主配管（鋼管）は，強度評価においては，「JSME S NC-1 

発電用原子力設備規格 設計・建設規格」（以下，「設計・建設規格」という。）のクラス３

配管に準じた評価を行う。 

 

2. 強度評価 

2.1 主配管 

2.1.1 評価箇所 

  強度評価箇所を図－１に示す。 
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(2) 

(1) 

(1) 
(2) 

(3) 

(3) 

Ⅴ．地下水ドレン集水設備の強度に係る補足説明 

 

1. 強度評価の方針 

強度評価においては，地下水ドレン中継タンクは JIS 等に準じた評価を行う。主配管（鋼

管）は「JSME S NC－1 発電用原子力設備規格 設計・建設規格」（以下，「設計・建設規格」

という。）のクラス３配管に，準じた評価を行う。 

 

2. 強度評価 

2.1 地下水ドレン中継タンク 

2.1.1 評価箇所 

 強度評価箇所を図－１に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図中の番号は，2.1.2 の番号に対応する。 

図－１ 地下水ドレン中継タンク概要図 

2.1.2 評価結果 

(1) 側板，底板の評価 

ａ．側板 

部材名称

材料

設計圧力 P          (MPa)

設計温度 (℃)

寸法 (mm)

許容曲げ応力 fb          (MPa)

継手効率 η               

継手の種類

放射線検査の有無

腐れ代 c           (mm)

計算上必要な厚さ t           (mm)

呼び厚さ ts0          (mm)

規格上必要な最小厚さ ts          (mm)

　なし

6.0

4.5

評価：ts0 ≧ max ( t , ts )　よって十分である。

3.84

1.0

235

1.0

　側板は継手なし(コーナー部は隅肉溶接)

　側板

　JIS G 3101 SS400

　液頭圧（比重1.03）

40

 2000w× 1500h 及び 4000w×1500h
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ｂ．底板 

部材名称

材料

設計圧力 P          (MPa)

設計温度 (℃)

寸法 (mm)

許容曲げ応力 fb          (MPa)

継手効率 η               

継手の種類

放射線検査の有無

腐れ代 c           (mm)

計算上必要な厚さ t           (mm)

呼び厚さ tb0          (mm)

規格上必要な最小厚さ tb          (mm)

1.0

4.65

6.0

9.0

評価：tb0 ≧ max ( t , tb )　よって十分である。

　なし

　底板は継手なし

　底板

　JIS G 3101 SS400

　液頭圧（比重1.03）

 2000w× 4000L

235

1.0

40
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(2) 管台の厚さの評価 

a．流出管・ドレン管 

部材名称

材料

設計圧力 P          (MPa)

管台の内径 Di 　　　(mm)

管台の外径　　　 Do　　　　　(mm)

許容引張応力 S          (MPa)

継手効率 η               

継手の種類

放射線検査の有無

腐れ代 c           (mm)

必要厚さ t           (mm)

呼び厚さ tn0          (mm)

最小厚さ tn          (mm)

5.5

5.5

評価：tn0 ≧ max ( t , tn )　よって十分である。

　継手なし

　なし

1.0

3.9

60.5

129

50

1.0

　ドレン管

　JIS G 3454 STPG370

　液頭圧（比重1.03）

 

 

 

(3) 管台の穴の補強計算 

ａ．流出管口(側板部) 

部材名称

準拠規格

側板材料

管台の口径

側板の厚さ（腐れ代除く） ta (mm)　

取付部の開口径 Dp (mm)　

強め材の開口径 Dr (mm)　

穴の補強に必要な面積　　 　Areq (mm2)　

補強に有効な総面積　　　 At (mm2)　

評価：At≧Areq　よって十分である。

64.0

－

320

372

　JIS B 8501

　JIS G 3101 SS400

50A

5.0

　流出管口

 

 

ｂ．ドレン管口(底板部) 

部材名称

準拠規格

底板材料

管台の口径

底板の厚さ（腐れ代除く） ta  (mm)　

取付部の開口径 Dp (mm)　

強め材の開口径 Dr (mm)　

穴の補強に必要な面積　　 　Areq (mm2)　

補強に有効な総面積　　　 At (mm2)　

512

981

評価：At≧Areq　よって十分である。

50A

8.0

64.0

64.0

　ドレン管口

　JIS B 8501

　JIS G 3101 SS400
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2.3 主配管 

2.3.1 評価箇所 

  強度評価箇所を図－２に示す。 
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